
 

4基

設置場所 予算区分

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ104 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

004-006-002-00629

第 4 章

事　業　名

設置基数

耐震性貯水槽整備事業

第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

予
算
科
目

3 目

9 款

1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )

(  )

(  )

消防費

消防費

成果に係る評価

事業コード

　火災発生時における無水利地域の水利確保のため、耐震性貯水槽を整備することにより、地域住民の
安全で安心な生活の確保と災害対策のさらなる充実を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　令和元年度は平成30年度繰り越しを含む5基を整備計画としていたが、平成30年度繰越分1基を整備
し、令和元年度整備計画4基については、設計の見直しのため令和2年度へすべて繰り越しとした。
　現在、市内全体の耐震性貯水槽を含めた消防水利の充足率は約93％となっているが、河南地区が約
68.4％、北上・牡鹿地区が80％を下回っており、河南、北上、牡鹿地区を中心に整備を進める必要があ
る。

容量

消防施設関係費

75％
Ｈ29現年

　火災時の重要施設である消防水利の充実強化として、耐震性に優れた貯水槽を更新計画に基づき、4
基の整備計画としていたが、設計見直しのため令和元年度は整備を見送った。

　無水利地域へ耐震性貯水槽を設置したことにより、地域住民の安全で安心な生活の確保と消防施設の
充実、強化が図られた。

区分 達成率等

予算の執行状況
予算額

14,786,000

決算額の財源内訳

決算額

13,438,707 7,245,707

その他

（単位：円）

3,500,000

地方債 一般財源国(県)支出金

2,693,000

80％Ｈ30

－－Ｈ28繰越
Ｈ29

1基1基Ｈ29繰越

3基4基Ｈ30現年

4基 3基

飯野字中山地内（河北地区） 1基 40㎥ Ｈ30繰越

　令和元年度は、平成30年度繰越分1基を整備完了し、令和2年度へ令和元年度計画分4基を繰り越し
た。

Ｒ1
Ｈ30繰越 1基 1基

20％
Ｒ1現年 0基

目標値 実績等
予算

成果指標
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Ｒ1現年 2棟 1棟 50％

区分

3棟 100％

Ｒ1

牡鹿地区団網地班

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ103 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

事　業　名 消防団ポンプ置場整備事業

総
合
計
画

消防施設費

消防費

消防費

(  )

消防施設関係費

第 4 章 (  )
復
興
計
画

(  )( 2 )

第 6 節

予
算
科
目

3 目

9 款

1 項

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

目標値

　既存の消防団ポンプ置場の老朽化に伴い、更新計画に基づき消防団ポンプ置場1棟を解体新築した。

事業内容

004-006-002-00627

木造2階建て

3棟

実績等

Ｈ30 Ｈ30現年

　消防団ポンプ置場を新築することにより、当該地域の消防力の強化及び地域住民の安全で安心して生
活できる環境の確保が図られた。

成果指標
達成率等

その他

　令和元年度においては、2棟の老朽化した消防団ポンプ置場の更新整備を計画していたが、うち1棟が
次年度への繰り越しとなった。
　今後も地域の実情を勘案しながら、更新計画に基づき毎年2棟から3棟の整備を進める必要がある。

（単位：円）

一般財源

決算額

1,617,516

成果に係る評価

事業コード

　消防団の活動拠点として、消防団ポンプ置場を整備し、地域住民の安全で安心して生活できる環境の
確保を図る。

目的及び事業内容

予算

ポンプ置場名称 延床面積

56.30㎡

詰所

有

予算の執行状況
予算額

67,917,000

決算額の財源内訳

41,717,516 40,100,000

地方債国(県)支出金
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予算の執行状況
予算額

73,523,000

決算額の財源内訳

決算額

73,522,790 56,125,790

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

17,397,000

一般財源

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　令和元年度は非常備消防自動車更新計画に基づき、7台の非常備消防自動車の更新が完了した。
　今後も、火災等の災害から地域住民の生命と財産を保護し、安全で安心して生活ができる環境の確保
を図るため、概ね購入後20年から25年を目安に、更新計画に基づき、順次整備を進める必要がある。

　非常備消防自動車更新計画に基づき、消防自動車7台を整備した。

車種

桃生地区団寺崎班

雄勝地区団羽坂班

成果に係る評価

Ｈ30 7台

石巻地区団南境東班

小型動力ポンプ付軽積載車

小型動力ポンプ付積載車

石巻地区団牧浜班

　経年劣化した非常備消防自動車を整備したことにより、当該地域住民の安全で安心して生活できる環
境が促進された。

予
算
科
目

3 目

9 款

1 項

事業コード

　経年劣化した非常備消防自動車を整備することにより、消防設備の充実と地域消防力の向上を推進
し、地域住民が安全で安心して生活できる環境の確保を図る。

目的及び事業内容

消防費 第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 4 章
安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

中　事　業

消防・救急救助を充実
する

消防自動車関係費Ｐ104

1台

河南地区団朝日班

消防ポンプ自動車

桃生地区団永井班

河南地区団本町班5台

台数

消防施設費

7台

区分

7台 100％

成果指標
達成率等

目標値 実績等

Ｒ1 7台 100％

(  )消防費

1台

004-006-002-00628 事　業　名 非常備消防自動車整備事業

総
合
計
画

配備班
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№

1 大谷地

2 二俣 三輪田字竹ノ迫地内

3 大川 針岡字向田上道地内

4 北村　 北村字太田沢地内

5 北村　 北村字下田一地内

6 前谷地　 前谷地字小友地内

7 前谷地　 前谷地字御蔵場地内

8 前谷地 前谷地字石神下地内

9 鹿又　 鹿又字秋葉前地内

10 鹿又　 鹿又字内田地内

11 須江　 須江字瓦山前地内

12 須江 須江字寺前地内

13 須江 須江字中埣地内

予算の執行状況
予算額

9,000,000

決算額の財源内訳

決算額

8,041,000 8,041,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金 一般財源

　既存の無蓋式防火水槽が自然堆積物等（土砂・落葉等）の堆積により、本来貯水可能な水量が確保で
きないほか、円滑な消防活動を行うための消防ポンプに甚大な不具合を発生させる。水槽内の堆積物等
の除去（浚渫作業）を行い防火水槽を良好な状態で使用できるよう整備することにより、地域住民が安
全で安心して生活できる環境の確保を図る。目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

　総合計画に基づき10基の浚渫整備計画としていたが、予算内でさらに3基の整備を進め、円滑な消防
活動を行うための水利確保ができたほか、地域住民が安全で安心して生活できる環境の確保が図られ
た。
　市内には69基の無蓋防火水槽が設置してあり、今回整備した13基を除く56基について、令和2年度以
降整備を進めていく必要がある。
 
 
 
 
 

004-006-002-01285 事　業　名 防火水槽浚渫清掃事業

消防施設関係費Ｐ104 中　事　業

成果に係る評価

区分 達成率等

Ｒ1現年 10基 13基

総
合
計
画

消防施設費

消防費

消防費

事業コード

予
算
科
目

3 目

9 款

1 項

(  )

第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 4 章
安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

消防・救急救助を充実
する

取　組　実　績

成　　　　果

地区名 実施場所

小船越字沢田山地内

　防火水槽内堆積物等の浚渫を行い地域住民が安全で安心して生活できる環境の確保が図られた。

　浚渫整備計画に基づき、年10基の整備を目標に取り組み、13基の浚渫を行った。

Ｒ1 130％

目標値 実績等
予算区分

成果指標
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※事業費には工事費、工事監理費、資機材等購入費を含む

2,660.9㎡　　　

125人　　　

Ｒ2.3.9　　　

566,971,285円　　　

1-2階（厨房等除く）

防護面積

収容人数

竣工

事業費

総
合
計
画

災害対策費

(  )消防費

消防費 第  節

(  )

復
興
計
画

(  )

事業コード

　原子力緊急事態時において、即時避難が困難な要配慮者等が一時的に退避する施設の放射線防護対策
を強化するため、施設内部への放射性物質の侵入を防ぐ屋内退避施設確保事業を実施する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

予
算
科
目

5 目

9 款

1 項

(  )

第  章

　今回の牡鹿病院の工事により、牡鹿半島南部及び離島を合わせると、市全体で6施設が整備された。
　原子力災害時における安全性の向上のため、今後も放射線防護対策強化を必要とする施設の整備を進
める必要があると考えており、令和2年度に網小医院（旧網長小学校）の屋内退避施設化に向けた調査
基本計画及び設計業務、令和3年度に同施設の屋内退避施設改修工事を予定している。
　また、これ以外の施設における改修の可能性についても、検討を進めていく。

事　業　名 原子力災害対策事業（放射線防護対策事業）

屋内退避施設確保事業費

　原子力災害発生時に、自力避難が困難な入院患者及び周辺地区在住の避難行動要支援者の安全確保が
可能となり、牡鹿半島南部の放射線防護対策の強化を図ることができた。

中　事　業

施設名

所在地

延床面積

防護区画

牡鹿病院

鮎川浜清崎山7

3,533.5㎡　　　

地方債国(県)支出金

566,971,285

取　組　実　績

成　　　　果

一般財源

　牡鹿病院の屋内退避施設改修工事を実施した。
　
　○工事概要
　　　建具等を一部交換し、施設の気密性の向上を図るとともに、外部からの放射性物質の進入を防ぐ
　　特殊なフィルターを内蔵した空調設備の設置工事を実施した。

成果に係る評価

予算の執行状況
予算額

791,870,000

決算額の財源内訳

決算額

566,971,285

その他

（単位：円）
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子局名

中野牧野巣前

雄勝町伊勢畑-2

鹿又字道的前-2

須江字糠塚-2

北村前山

北村字軽井沢前

永井字新大堤

樫崎字山田

設置個所

中野字牧野巣前181

雄勝町伊勢畑地内

鹿又字道的前212-2

須江字糠塚3-3

北村字前山15-1

北村字軽井沢地内

永井字新大堤220

樫崎字山田128-1

河北

雄勝

河南

河南

河南

河南

桃生

桃生

桃生

成果に係る評価

Ｈ27 20基 20基 100％

2

3

11

10

9

8

7

6

5

4

牡鹿

桃生

小渕浜南

高須賀下畑14-1

永井字土手下127-1

小渕浜南1-34

高須賀字下畑-2

永井字土手下

Ｒ1

予算の執行状況
予算額

68,161,500

決算額の財源内訳

決算額

45,333,400 33,400

その他

（単位：円）

45,300,000

地方債国(県)支出金 一般財源

事業コード

　市民に災害情報を確実に伝達するため、現在運用している防災行政無線屋外子局（屋外スピーカー）
の難聴エリアの改善を目的として、屋外子局を計画的に整備（増設）するもの。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　令和元年度は主に市内内陸部（河南・桃生地区等）の難聴エリアを改善するため、住民要望及び電波
の受信状況等を踏まえ、11基の子局整備を実施し、難聴地区の改善が図られた。現在、災害時の情報伝
達手段を整備することは必要不可欠となっているため、今後も事業を継続する必要がある。

004-006-003-01208 事　業　名 防災行政無線屋外子局整備事業

防災行政無線通信施設管理費Ｐ105 中　事　業

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施した。

【令和元年度設置箇所一覧】

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ26 30基 17基 56.7％

予
算
科
目

5 目

9 款

1 項

総
合
計
画

災害対策費

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施し、難聴地区の解消が図られた。

(  )消防費

消防費 第 6 節

( 3 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 4 章
安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

安全・安心な暮らしを
確保する

番号 地区

1

17基 11基 64.7％

Ｈ28 20基 20基 100％

Ｈ29 20基 20基 100％

Ｈ30 23基 23基 100％
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円

円

円

円

円

　
8

第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 3 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築

防災対策の見直し

( 1 )
予
算
科
目

6 目

9 款

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

消防費

消防費

事業コード

　自主防災組織の機能強化を図るため、①自主防災会を組織していない町内会に組織化を促す。②既存
の自主防災組織を強化するため、防災資機材・食糧備蓄等の整備促進を図るとともに、防災訓練の実施
を促す。③石巻市防災士養成研修講座を開講し、防災士の資格取得を促進することにより、地域の防災
リーダーとなる人材を育成する、以上の事業を行うことにより、地域における防災力の向上､防災意識
の高揚を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

①自主防災会の組織化については、令和元年度は4件の増加となり、今後の復興事業により新たな自治
会の結成等もあることから、組織化の推進を今まで以上に促進させる必要がある。
②既存の自主防災組織の強化策については、特に防災訓練の参加率を向上させるため、補助金交付につ
いての啓発啓蒙を図る必要がある。
③地域防災リーダーの育成のための防災士養成研修講座については、市立学校教職員、市職員、市内企
業に勤務する従業員の資質向上を図り、円滑かつ迅速な避難所運営を図るため、受講対象を一般市民に
限定せず、広く募集することができた。

001-103-003-00296 事　業　名 自主防災組織機能強化事業〔復興基金〕

地域防災力向上対策費Ｐ156 中　事　業

補助実績

補助金種別 交付件数 補助金額

防災資機材購入費補助金 10件 1,128,000

成果に係る評価

合格者数

防災訓練費補助金 45件 855,000

合計

予算の執行状況
予算額

8,568,000

決算額の財源内訳

決算額

8,354,000

その他

（単位：円）

8,354,000

地方債国(県)支出金 一般財源

防災倉庫設置費補助金 5件 898,000

食糧備蓄購入費補助金 15件 2,204,000

成　　　　果

①自主防災会の組織化が図られた。
・組織数については、本庁地区で3増、河南地区で1増となり、昨年度よりも4組織増加し、石巻市全域
で237組織となった。

②防災資機材の整備及び食糧備蓄の推進を図るとともに防災訓練の実施を促した。
・防災資機材購入補助10件、防災倉庫設置費補助5件、食糧備蓄購入補助15件、防災訓練補助45件、合
計75件の補助金を交付し、既存組織の強化が図られた。

③地域の防災リーダーとなる人材の育成を図った。
・8月17日、18日の2日間にわたる研修講座を開催し、受講者70名全員が認定試験に合格し、新たな地域
のリーダーを育成した。

Ｒ2年2月2日（日） 石巻市防災センター 53人 231,000円

取　組　実　績

防災士スキルアップセミナー実績

実施日 会場 受講者数 委託料

委託料

Ｒ1年8月17日（土）～18日（日）

　「石巻市自主防災組織機能強化補助金交付要綱」に基づき、自主防災組織が行う活動に対して補助を
行っており、各自主防災組織に積極的な補助金の活用について、自主防災だより等を通じての周知が図
られた。
　また、8月に石巻市防災士養成研修講座を開催し、新たに70名の防災士が誕生した。
　2月には石巻市防災士スキルアップセミナーを開催し、防災士の知識、技能両面でのスキルアップが
図られた。

石巻市防災センター 70人 70人 3,038,000円

防災士養成研修講座実績

実施日 会場 受講者数

75件 5,085,000
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成　　　　果

取　組　実　績

　平成28年度に改定した石巻市災害時備蓄計画に基づき、計画通りに指定避難所等の備蓄品の更新が適
切に行われた。
　今後も市内で5万食の備蓄食料を維持するために計画的な入れ替えを実施すると共に、感染症対策を
考慮した備蓄品（マスクや消毒液等）を計画的に整備していく。

※ 石巻市災害時備蓄計画は4年に1度改定することとしており、令和2年度に計画案を作成し、令和3年
度より適用する予定である。

001-101-002-00284 事　業　名 災害用備蓄配備事業〔復興基金〕

地域防災力向上対策費Ｐ155 中　事　業

令和元年度 指定避難所等に配備した主な物資及び数量

　石巻市災害時備蓄計画に基づき、指定避難所等44箇所の非常用食糧及び非常用飲料水を更新した。
　また、本庁及び各総合支所の粉ミルクを更新した。
　

　石巻市災害時備蓄計画に基づき災害用備蓄用品を更新することにより、災害時に各家庭から非常用持
出品を持参できなかった避難者に対し備蓄品を支給できる体制を整え、避難所開設時における初期運営
の充実化が図られた。

非常用食糧の配備状況

粉ミルク

非常用飲料水

予算の執行状況
予算額

5,700,000

決算額の財源内訳

決算額

4,483,395

その他

（単位：円）

4,483,395

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　避難所開設時における初期運営の円滑化と避難生活の安定を図るため、石巻市災害時備蓄計画に基づ
き、非常用食糧及び非常用飲料水の更新を行うとともに、災害用備蓄用品を計画的に配備するもの。

目的及び事業内容

備蓄物品 数量

12,300食非常用食糧

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

Ｈ28 13,400食 13,400食

12,300Ｌ

504箱

備考

年次計画に基づく更新分

100％

100％

Ｒ1 12,300食 12,300食

100％

100％

Ｈ29 12,500食 12,500食

Ｈ30 11,800食 11,800食
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1　避難先入口サイン設置業務

2　避難先建物サイン設置業務

予算の執行状況
予算額

132,414,000

決算額の財源内訳

決算額

63,180,216 12,637,216

その他

（単位：円）

50,543,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　災害発生時に、避難者を安全に避難場所等へ誘導する防災サインを設置するため、基本的な考え方を
定めた「石巻市防災サイン計画」、具体的な防災サインの設置内容を決定した「石巻市防災サイン詳細
設計業務」を基に防災サインの設置を進める。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

001-103-004-00298 事　業　名 誘導表示板設置事業 〔復興交付金〕

震災対策機能強化費Ｐ156 中　事　業

　平成30年度に作成した「石巻市防災サイン詳細設計業務」を基に防災サインの設置を進める。

・避難場所等へ対応災害を表記した避難場所表示板を設置することで、住民への避難に対する意識啓発
や災害時の目標地点を明確にすることでき、災害時の住民の安全が確保される。

・津波避難場所の高所等の目立つ場所に津波避難のピクトグラム看板を設置し、津波避難に対しての意
識啓発を図る。

予
算
科
目

6 目

9 款

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )消防費

消防費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 3 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築

防災対策の見直し

　避難先として指定した避難場所について、遠方より視認しやすい建物壁面等に防災サインを設置した
ことにより、市民だけでなく、外国人を含む来訪者に対しても、危険な場所から安全な避難先へ誘導す
る対策が図られた。

　設置個所内訳
　・小学校　34
　・中学校　20
　・その他　51（高校、公園、公民館等）

Ｒ1 105 105 100.0

　避難場所の入口付近に災害種別毎の適、不適を明記した防災サインを設置したことにより、各災害に
対応した避難先の確認が可能となった。
　なお、令和元年については下記のとおり防災サインの整備を行った。

区分
成果指標

達成率
目標値 実績
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